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盃芸 1 年 2 年身長 体 重 身長 体 重 日本女子 お茶の水 北 海道大工頁呂 年度 大国学統生 女子大学 女子短全 計
55 157 .8 51. 3 157. 9 51. 5 
身長 55 157. 9 158.7 157.4 
50 157.3 51. 3 157. 2 51. 8 
体重 55 51. 0 50.2 52. 2 






約22.9%，目，歯，健康相談が5.5%である。利用率は， 54年の33.5%が最低で＂. 57年の61.8 
%が最高であり延人数で過半数が利用していることになる。52年から55年にかけて．眼科の利










' 、l、fー店、 、刊.！＿！J;、、:・. 在籍数 内科 系 H艮・耳系 外皮系 歯 系 健康相談 静養室 合計 利用率
51 1, 479人 308人 37人 225人 29人 41人 61人 701人 47,4% 
52 1,526 365 61 268 23 93 67 810 53.1 
53 i, 622 412 82 323 28 60 75 905 55.8 
54 1,630 282 51 160 31 22 70 546 33.5 
55 1,646 447 81 340 34 44 62 946 57.5 
56 1,686 501 50 274 31 28 64 884 52.4 
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14.3 I 28.6 I 14.3 14.3 14.3114.3 100 
2 I 2 I 2 3 10 
割合（%） 20.0 I 20.0I20.0110.0 30.0 100 
計｜日；；！ム1-}ih!¥-lム｜ム1-. }.-3・l .:-3 4 I 2 I 5 9.31 4. 7111.6 














表5 過去5年聞の区分・期間別事故件数 表6 過去5年間の事故発生時間別件数
区分 正 課 j果 授






治入療院 正 動技 習 謀
期間 中 中 中 中 等
主（ AM AM PM PM PM 9: OJ lJ . () 13: 00 15. co 17: 00 計
52 5 5 3 14 
53 2 1 5 
54 2 3 1 7 
55 2 3 1 7 
l～6日 56 3 2 2 3 10 
7～13日 9( 2) 5( 2) 2 1 
14～29日 7(3) 6(2) ( 1) 
言十 11~ 11 14 6 11 1 43 
25. 6 32. 6 14. 0 25. 6 2. 3 100 
30～59日 12( 4) 1 ( 4) 1 
60～89日 8(2) 3(1) 3 ( 1) 1 
90日以上 7 4 2 
去ロ、 言十 43(1) 29( 9) 3 4 5( 2) 2 
表7 事故発生場所
~之と 52 53 54 55 56 計件数 j割合 件数i割合 件数 i割合 件数i割合 件数 （割合 件数 j割合
本学体育館
（件〉 ；（%） （件） • （財） （件）；（%） （件）：（%） （件）； ｛%） ｛件）：（%）
2 : 14. 3 2 : 40.0 1 : 14. 3 2 : 28. 6 5 : 50. 0 12 : 27.9 
南音ι君、平記念体育館 1 1 7.1 1 : 20. 0 3 : 42. 9 1 : 14. 3 3 : 30. 0 9 : 20.9 
本 学グラン ド 2 : 14. 3 1 : 20. 0 3 : 42.9 1 : 10. 0 7 : 16.3 
学 内 スキー場 1 : 7.1 1 : 20. 0 1 : 14. 3 1 : 14. 3 4 : 9. 3 
学 外 ス キ ー 場 2 : 14. 3 2 : 4.7 
学内実験 ・実習室 1 : 7.1 2 : 28. 6 3 1 7. 0 
学外運動場 1 : 7.1 1 : 2. 3 
海 岸 4 : 28. 6 4 : 9.3 
道 路 1 : 10. 0 1 : 2. 3 
計 14 1 100 5 : 100 7 : 100 7 : 100 10 1 100 43 : 100 
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表8 傷害の種類別件数 表9 種目別件数
孟p之全 52 53 54 55 56 計 Eト~き 52 53 54 55 56 計
ソフ ト 1 2 ボール捻 座 2 1 1 3 7 
骨 折 1 2 3 サッカー 1 2 3 
パスケ y ト 1 1 2 4 ボ ー ル挫 ｛纂 2 2 
ハレー 1 1 2 4 ボール打 撲 2 1 1 4 
目見 臼 1 2 3 走り幅とび 1 1 
切 ｛霧 1 1 走り高とび 2 2 
裂 ｛纂 1 2 ハードル 1 1 
熱火傷 1 2 マット運動 1 1 1 1 4 
臆断裂 2 2 4 跳 び箱 2 1 3 
靭帯損傷 2 2 1 5 平 均台 2 2 
皮 膚 炎 4 4 鉄 棒 1 1 1 3 
椎間板損傷 2 2 スキ ー 3 1 1 1 6 
関節炎 1 1 1 4 実験宴・習中 1 2 3 
計 14 5 7 7 10 43 写生旅行 4 4 
構内走行中 1 






















26. 9 t= 



























科である。養護教諭コ スー73. 2 初等教育学科医 亘璽
通学は郡部出身者が多く，100 



























コー スであり，運動量の多9u 80 70 60 50 40 30 20 0% 10 
口 1日3回規則的に食事をしている 自 ときどき朝食を抜くことがある
圃 朝食は食べない 巴 ときどき夕食を抜くことがある 図と きどき





















































図6: 30以前 口6：初～7: 30 . 7 . 30～8・30
服飾美術コース出4組 68. 0 
家庭科学コ スー医亙2
工 芸 美術科医豆沼
















イ．パン ロ．インア；タントラー メン ハ．コラ ・ジュース ニ． コー ヒ ・紅茶 ホ．ア
イスクリム へ．ケーキ ト．ポテトチップス チ．チョコレー ト リ．牛乳 ヌ くだ
もの ル．その他（菓子類，ヨーグルト，ハンバー ガ一等）
服飾美術コ スー ｜ 99.0% y 
仏9
家庭科学コー ス I 99.1% I 
工芸美術科 1 9s. 7% I 
体育 コース 1 99.1% I 
養護教諭コー ス ｜ 98.5% I 
初等教育学科1 100% I 











。イロ ニ ホヘ トチ リヌル
一服飾美術コー ス 家庭科学コー ス
工芸美術科 ー体育コー ス
一養護教諭コー ス一一初等教育学科






体育 コース佐~努~弱唱：s%~乏安彦Z乏勾 43.2% 
養護教諭コース彩%乏~忽三三五丘？Vo~升 53.8% 










N(l05) % N(l31) % 
5 4.8 11 8.4 
37 35.2 29 22.1 
61 58.1 88 67.2 






































表1 グル プー別身長 ・体重比較
毎 日｜週 l回 ｜やらない
グル プー｜グルー プ｜グルー プ
157. Ocm I 156. 6cm I 155. 2cm 















% IN I % 
週1回グ｜やらない
ルー プ（BlI グルーフ•(9 )
ふとりすぎ I2 I s.3 I o I o I o I o 
ふとりぎみ I 6 I 25 1 I 12.5 
標準 I16 I 6.7 7 I 87.5 
1 I 11.1 
8 I 88. 9 
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に運動を実施したが，天候不順で温度が低く室内でも15℃であったが，相当量の汗をかき，中
間での脈博平均は 1分間に140位であった。その脈博を継続維持でき るよ うな運動を連続的に
実施した。 「毎日グルーフ。」 には更に自宅で毎日する運動を負荷したが，その実施状況は図15




















7. ~50数える ごさ乞左右 50数えるよ一一50数える
8.ダンス 2曲










NI % IN I % 
ア．リズム運動やダンスに興味があった。 10 41. 7 8 66.7 
イ．運動不足。 17 70.8 4 3.3 
ウ．運動の方法を知りたかった。 1 4.2 。。
エ． 暇だから。 5 20.8 4 33.3 
オ.1本力を知りたかった。 。0 1 8.3 
カ．｛本を動かしたかった。 。0 5 41. 5 






























% N % 名N % 
91. 7 。。1 8.3 
41. 7 5 20.8 7 58.3 
は Lミ しミ " え
～ー N (24) % N (24) % 
毎日のプログラムはよかったですか。 21 87.5 3 12.5 











































































































項目ー～一一～～～一回差之iとこ7守司I) 毎日グル プ白4) 週1回グルプ（81 やらないグル プ（9)
l回 目 42.8 39.1 39 
サイド・ステップ 2回目 40.3 37.6 39.1 
差 - 2.5 - 1.5 十 0.1 
l回目 40.3 34.4 40.9 
垂 直 到t 2回目 41. 5 37.6 38.4 
差 1. 2 + 3.2 - 2.5 
1回目 55.9 53.6 55.8 
上体 そら し 2回目 55.4 54.2 56.5 
差 - 0.5 十 0.6 + o. 7
1回 目 14.9 16.3 15.6 
｛本 高月 屈 2回目 16.5 17.6 17.2 
三豊 + 1.6 + 1.3 + 1.6 
l回目 55.2 53.4 52 
踏台昇降 2回目 55. 7 51. 9 51. 8 
差 十 0.5 1. 5 十 0.2
140 布上・中・佐々木 ：短大生の健康と体力に関する研究
表21 実験終了後の感想
感想 人数% N % 
運動の必要性を感じた。 4 16.7 
生活に規則性をみつけることができた。 2 8.3 
f本が硬くなっていることに自分でも驚いたO 2 8.3 
毎日きちんとやろうと思ったのに途中でくじけて残念で後悔している。 10 41. 7 
週一度のリズム運動はこれからも続けたい。 1 4.2 
それほどの運動不足を感じていなかったが， この機会で不足を感じた。 1 4.2 
毎日の運動を自分の生活に定着させたい。 10 41. 7 
初めの2・3日は筋肉痛で辛らかった。 1 4.2 
ストレッチは体がすっき りし，体調がよくなるので今後も続けたい。 4 16.7 
i干を流し，リズムにのって踊ることはたのしいということを知った。 6 1. 6 
軽い体操と思ったのにやっでみると辛らかった。情なかった。 8 33.3 
2週間目は体が軽くなった。 3 12. 5 
体がやわらかくなったO 4 16.7 
週一度の運動をした日は手足がだる くてすぐにねてしまった。 1 4.2 
体がしまった。 2 8.3 
1要をいためた。 3 12.5 
毎日何か一つのことを続けることは大変だ。 3 12.5 
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